
第１９回展示「やまなしはじめて人物博覧会」令和６年９月１６日（月・祝）まで開催中！

甲州市塩山出身であり、

甲州財閥のひとりでもある実業家　雨宮敬次郎。

中央本線敷設や全国各地の鉄道事業に関わり、

「明治の鉄道王」とも評される。

自費で中央線敷設予定地を実測したり、

自身の還暦のパーティーに現在の価値で

何億円もの費用をかけたりと、

そのまっすぐで豪胆な性格は、

現在を生きる私たちからみても

魅力的な人物に感じる。

本講座では、雨宮敬次郎の生涯について、

とくに鉄道事業を中心に紹介する。

大正大学歴史学科卒。甲州市役所入庁後、令和４年度から生涯学習課文化財担当へ配属。甲州市
近代産業遺産　宮光園において「明治の鉄道王　雨宮敬次郎展」を開催、またＢ＆Ｇ財団ふるさ
との偉人「雨宮敬次郎」マンガ制作に従事する。

◆日時：令和 6年

5 月 25 日（土） 13：30～ 15：00
（受付：13：00から）

◆会場：山梨県庁舎別館３階「正庁」

◆講師：髙野　愛さん

◆定　員：40名（定員になり次第締切り）◆参加費：無料◆対　象：どなたでも

◆申込み：山梨近代人物館（下記連絡先）までお申込みください。
※必ず、事前のお申込みをお願いします。お申込みの際に氏名・お住まいの市町村名・ご連絡先をお伝えください。
※ご来館時は、感染症予防対策にご協力ください。

（甲州市教育委員会生涯学習課）
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令和６年度 第２回「山梨近代人物館教育普及事業」山梨近代人物学講座

雨宮敬次郎
（『過去六十年事蹟』明治 40年）

（山梨県立博物館蔵）
蒸気車往復繁栄之図

祝鉄道開通
（高室家資料）


